
朗 読 ｜
選 書 ｜
日 時 ｜

小泉今日子
ON READING
12月8日（木）
18時30分 開場 / 
19時00分 開演 / 
20時00分 終演

場 所 ｜
料 金 ｜

定 員 ｜
雨天時｜

本丸御殿 中庭（南側） 特設ステージ
1,500円  （名古屋城観覧料別途）
 https://t.livepocket.jp/e/kei_1208
100名 （自由席、着席）
名古屋能楽堂・能舞台で開催
＊お出かけ前に必ずウェブサイトやお電話で
ご確認ください。

食提供｜
日 時 ｜

場 所 ｜

ほしのこ食堂（フード）、姫ヶ池Barやもり（ドリンク） 
11月25日（金）～27日（日）、
12月3日（土）～4日（日）、8日（木）
16時30分オープン / 20時30分オーダーストップ
＊11月25日は19時30分オーダーストップ
内苑 天守閣前 特設会場

日 時 ｜
場 所 ｜
協 力 ｜

音 楽 ｜

11月25日（金）～12月8日（木）   ライトアップは16時00分～ 
二之丸庭園
 々 ■  光陽オリエントジャパン株式会社プロダクト事業部  ■  fabricscape

■ Toio Inc.  ■  SHUHEI Inc.  ■  ミラクルファクトリー  ■  アサダメッシュ株式会社

登壇者｜

日 時 ｜

場 所 ｜
料 金 ｜

定 員 ｜

小西恒典  ［秀吉清正記念館］
松本篤  ［AHA!］
はがみちこ  ［京都市立芸術大学］
11月29日（火）
18時00分～20時00分 
本丸御殿 孔雀之間
無料 （名古屋城観覧料別途）
事前予約制
30名 （自由席、着席）

音
と
光
と
名
古
屋
城

11/26-27, 12/4

山田 暁
姫ヶ池Barやもり

宮田せい子
ほしのこ食堂

小
泉
今
日
子  （KO

IZUM
I  KYO

KO

） ｜
1
9
6
6
年
生
ま
れ
。1
9
8
2
年
歌
手
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。同
時
に
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
で

俳
優
業
も
開
始
。舞
台『
草
枕
』に
て
第
50
回
紀
伊
國
屋
演
劇
賞
個
人
賞
、第
23
回
読
売
演
劇
大
賞
優
秀
女
優
賞
を
受
賞
。2
0
0
5
年
か
ら
10
年
間
、

読
売
新
聞
で
書
評
委
員
を
務
め
る
な
ど
執
筆
と
し
て
も
活
躍
し
、「
黄
色
い
マ
ン
シ
ョ
ン
黒
い
猫
」で
2
0
1
7
年
講
談
社
エ
ッ
セ
イ
賞
を
受
賞
。

2
0
1
5
年
に
は
自
ら
が
代
表
を
務
め
る「
株
式
会
社
明
後
日
」を
設
立
。プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
舞
台
演
劇
や
音
楽
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企
画
、

制
作
に
従
事
。

O
N
  READ

IN
G
   （

黒
田
義
隆
・黒
田
杏
子
）｜
名
古
屋
・
東
山
公
園
に
店
舗
を
構
え
る
、ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
&
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
世
界
を
み
る
目

の
解
像
度
を
高
め
て
、多
様
な
価
値
観
を
教
え
て
く
れ
る
本
を
、新
刊
、古
本
問
わ
ず
セ
レ
ク
ト
し
て
い
る
。併
設
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、気
鋭
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
展
覧
会
や
作
家
を
招
い
て
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
・
開
催
し
て
い
る
。

小
西
恒
典
｜
秀
吉
清
正
記
念
館

2
0
2
0
年
ま
で
名
古
屋
城
総
合
事
務
所
に
勤
務
。

名
古
屋
城
は
、他
の
城
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、豊
富
な
絵
画
・
図
面
・
写
真
が

残
さ
れ
て
い
る
。今
回
は
写
真
資
料
か
ら
、ど
の
よ
う
な
情
報
が
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
を
お
話
し
し
た
い
。

松
本
篤
｜
N
P
O
法
人
r
e
m
o
メ
ン
バ
ー
／
A
H
A
!
世
話
人
「
文
房
具
と
し
て
の

映
像
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
普
及
に
取
り
組
む
N
P
O
法
人
記
録
と
表
現
と
メ
デ
ィ
ア
の

た
め
の
組
織（rem

o

）の
活
動
に
2
0
0
3
年
か
ら
参
画
。市
井
の
人
び
と
の
記
録
に
着
目

し
た
ア
ー
カ
イ
ブ・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、AH

A! [Archive for H
um
an Activities/

人
類
の

営
み
の
た
め
の
ア
ー
カ
イ
ブ]

を
2
0
0
5
年
か
ら
始
動
。

は
が
み
ち
こ
｜
ア
ー
ト・メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
／
美
術
評
論
家
／
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術

資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員

2
0
1
1
年
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科

修
士
課
程
修
了
。同
年
よ
り
2
0
2
1
年
ま
で
東
山
ア
ー
テ
ィ
ス
ツ・プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト・

サ
ー
ビ
ス
事
務
局（
現・一
般
社
団
法
人H

APS

）ス
タ
ッ
フ
。

宮
田
せ
い
子
｜
愛
知
県
岩
倉
市
出
身
。管
理
栄
養
士
・
調
理
師
。名
古
屋
市
西
区
に
あ
る

店
主
1
人
の
小
さ
な
食
堂
で
す
。毎
日
食
べ
た
く
な
る
よ
う
な
、そ
ん
な
素
朴
な
ご
は
ん
と

お
や
つ
を
お
届
け
し
ま
す
。

山
田
暁
｜
愛
知
県
岩
倉
市
出
身
。二
代
目
や
も
り
店
主
。定
期
的
に
世
界
の
辺
境
・

近
境
の
現
場
を
巡
り
、ま
だ
見
ぬ
お
酒
や
そ
の
飲
み
方
、そ
の
土
地
の
文
化
風
習
を
蒐
集

し
て
い
ま
す
。日
常
に
、お
酒
の
見
立
て
で
小
さ
な
旅
の
ご
案
内
を
。

LIV
E

満
月
の
夜
城
朗
読
会
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テ
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二
之
丸
庭
園
特
別
観
覧
　
空
間
演
出

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
時
間
｜
16
時
00
分
〜

PERIM
ETRON

　
二
之
丸
庭
園
は
、歴
代
尾

張
藩
主
の
住
ま
い
で
あ
り
政

治
の
場
で
も
あ
っ
た
二
之
丸

御
殿
の
北
側
に
造
ら
れ
た
、

日
本
随
一
の
規
模
を
誇
る
回

遊
式
大
名
庭
園
で
す
。明
治

期
に
は
陸
軍
用
地
と
な
り
一

部
を
残
し
て
大
幅
に
改
造
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、近

年
、往
時
の
姿
を
蘇
ら
せ
る

べ
く
発
掘
調
査
と
復
元
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。変

化
に
富
ん
だ
地
形
の
つ
く
り

や
豪
壮
な
石
組
な
ど
近
世
の

大
名
庭
園
の
様
子
を
感
じ
さ

せ
る「
北
御
庭
」と
、近
代
の

　
普
段
は
入
る
こ
と
の
で
き
な

い
夜
の
本
丸
御
殿
を
特
別
に
公

開
。夕
暮
れ
時
か
ら
闇
が
深
く
な

る
に
つ
れ
て
、本
丸
御
殿
も
少
し

ず
つ
表
情
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

日
の
光
が
入
る
昼
間
と
は
異
な

る
、行
燈
の
わ
ず
か
な
光
に
照
ら

し
出
さ
れ
る
美
し
い
金
の
輝
き

を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
特
別
公
開
で
は
、江

戸
幕
府
将
軍
が
滞
在
し
た
上
洛

殿「
上
段
之
間
」の
北
側
に
設
え

ら
れ
た「
菊
之
廊
下
」を
初
公
開
。

美
し
い
紅
白
の
菊
と
流
水
が
描

か
れ
た
金
碧
の
障
壁
画
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。ま
た
期
間
内

は
、対
面
所「
次
之
間
」の
室
内

に
入
っ
て
ご
観
覧
い
た
だ
け
ま

す
。障
壁
画「
風
俗
図
」を
普
段

よ
り
近
く
で
観
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、描
か
れ
た
人
々
の

愛
ら
し
い
表
情
や
身
ぶ
り
、服

装
な
ど
の
細
部
に
も
ど
う
ぞ
ご

注
目
く
だ
さ
い
。

　
　
園
は
、宇
宙
に
喩
え
ら
れ
る

よ
う
に
物
語
を
内
包
す
る
空
間

で
、さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
構
成

さ
れ
ま
す
。雄
大
な
自
然
環
境
を

見
立
て
た
理
想
郷
の
縮
図
で
あ

り
、此
岸
と
彼
岸
を
つ
な
ぐ
場
で

も
あ
り
ま
す
。

二
之
丸
庭
園
の
夜
の
別
の
顔
を
引

き
出
す
べ
く
、反
射
、透
過
、散
乱
、

屈
折
、吸
収
と
い
う
光
の
特
性
に

着
目
し
、そ
れ
を
増
幅
さ
せ
る
よ

う
に
、ひ
か
り
と
か
げ
が
多
様
に

絡
み
合
う
空
間
を
演
出
し
ま
す
。

目
の
前
の
樹
木
が
光
の
反
射
に
よ

り
別
の
場
所
に
あ
ら
わ
れ
た
り
、

あ
る
い
は
光
が
皮
膜
を
透
過
す
る

こ
と
で
向
こ
う
に
あ
る
景
観
が
不

思
議
に
歪
ん
だ
り
と
、い
つ
も
の

庭
園
の
夕
暮
か
ら
夜
の
ひ
と
と
き

に
蜃
気
楼
の
よ
う
に
異
な
る
景
が

出
現
す
る
で
し
ょ
う
。

上
洛
殿「
菊
之
廊
下
」

菊
之
廊
下
の
入
側
を
は
さ
ん
で
反
対
側

に
描
か
れ
た「
猿
猥
捉
月
図（
え
ん
こ
う

そ
く
げ
つ
ず
）」。飄
々
と
し
た
猿
の
親
子

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

対
面
所「
次
之
間
」（
風
俗
図
）

PERIMETRON
2017年に本格始動し始めたクリエイティブ
レーベル。実写、アニメーション、イラスト、CG
など多彩な表現を用いたビジュアル制作を武器
に、映像・グラフィック・ライブ演出・空間演出
までスタイルに縛られないカッティングエッジ
なアートディレクションを提案する。今回の
プロジェクトにはクリエイティブディレクターの
佐 木々 集、アートディレクターとしてMARGT
から高畠 新が参画。

本
丸
御
殿
夜
間
公
開

19
時
00
分
ま
で

11
月
25
日（
金
）、

11
月
28
日（
月
）-

12
月
2
日（
金
）、

12
月
5
日（
月
）-

12
月
7
日（
水
）

20
時
00
分
ま
で

11
月
26
日（
土
）-

11
月
27
日（
日
）、

12
月
3
日（
土
）、4
日（
日
）、8
日（
木
）

入
場
時
間

文
化
芸
術
事
業

記
憶
と
想
像

　
築
城
か
ら
4
0
0
年
、名
古
屋
城
は

変
わ
り
続
け
て
き
ま
し
た
。明
治
期
に

は
陸
軍
省
の
所
管
と
な
っ
た
り
、第
二

次
世
界
大
戦
の
空
襲
で
焼
失
す
る

な
ど
、主
人
や
そ
の
利
用
法
も
様
々
に

変
遷
し
て
い
ま
す
。戦
後
に
天
守
閣
が

再
建
さ
れ
て
か
ら
は
、文
化
財
と
し
て
、

そ
し
て
観
光
地
と
し
て
様
々
な
人

が
訪
れ
関
わ
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
も
修
復
や
復
元
が
続
け
ら
れ
る

名
古
屋
城
は
、ま
さ
に
同
時
代
を
生
き

る
創
造
の
現
場
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
名
古
屋
城
を
舞
台
に
、今
を

生
き
る
表
現
者
た
ち
の
生
の
声
に
出

会
う
夕
べ
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

時 間 ｜

場 所 ｜

料 金 ｜
雨天時｜

18時00分～ / 
19時30分～ 
各回20分程度
本丸御殿 中庭（南側）
特設ステージ 
＊会場が変更になる可能性があります。

無料   （名古屋城観覧料別途）
本丸御殿 孔雀之間で開催
＊入場制限あり

山崎阿弥

朗読｜小泉今日子

アー写

12.4 SUN

RO
TH BART BARO

N （
ロ
ッ
ト
バ
ル
ト
バ
ロ
ン
）｜
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

の
三
船
雅
也
を
中
心
と
し
た
東
京
を
拠
点
に
活
動
す
る
日
本
の
イ
ン
デ
ィ
ー
ロ
ッ
ク

バ
ン
ド
。こ
れ
ま
で
に
４
枚
の
E
P
、７
枚
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ル
バ
ム
を
発
表
。

1
s
t
ア
ル
バ
ム『
ロ
ッ
ト
バ
ル
ト
バ
ロ
ン
の
氷
河
期
』は
U
S・フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

で
、2
n
d
ア
ル
バ
ム『ATO

M

』は
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
て
制
作
。ビ
ッ
グ

マ
ウ
ン
テ
ン（
タ
イ
）、PLAYTIM

E FESTIVAL

（
モ
ン
ゴ
ル
）な
ど
海
外
の
大
型

フ
ェ
ス
に
も
出
演
。こ
の
秋
最
新
作『H

O
W
L

』を
11
月
9
日
に
リ
リ
ー
ス
、10
都
市

12
公
演
全
国
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
。

山
崎
阿
弥 （AM

I YAM
ASAKI

）｜
声
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、美
術
家
。自
ら
の
発
声
と

そ
の
響
き
を
全
身
で
感
受
し
、エ
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
近
い
方
法
で
空
間
の
音
響
的
な

陰
影
を
認
識
し
変
容
さ
せ
な
が
ら
、世
界
が
ど
の
よ
う
に
生
成
さ
れ
て
い
る
の
か
を

問
う
。量
子
力
学
に
関
心
を
持
ち
科
学
者
と
の
協
働
に
力
を
入
れ
て
い
る
。「JAPAN

. 
BO
D
Y_PERFO

RM
_LIVE

」（
2
0
2
2
）、「KYO

TO
 STEAM

」(

2
0
2
2)

、

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭（
2
0
1
9
）、「
語
り
の
複
数
性
」（
2
0
2
1
）。AC

C

（
2
0
1
7
）、国
際
交
流
基
金（
2
0
1
8
）フ
ェ
ロ
ー
。 時 間 ｜

場 所 ｜

料 金 ｜

定 員 ｜

雨天時｜

協 力 ｜

18時30分 開場 / 
19時00分 開演 / 
20時00分 終演
本丸御殿 中庭（南側）
特設ステージ
1,500円  （名古屋城観覧料別途）
https://t.livepocket.jp/e/kei_1127

200名 （自由席）
＊100名着席、100名立見
雨天決行、荒天中止
＊演奏中は傘の使用をご遠慮くだ
さい。 （レインウェア推奨）
jellyfish

ROTH BART BARON
11.27 SUN

優
河 （YU

G
A

）｜
2
0
1
1
年
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
活
動
を
開
始
。

2
0
1
5
年
、1
s
t
フ
ル
ア
ル
バ
ム「Tabiji

」を
リ
リ
ー
ス
。2
0
1
8
年
、2
n
d

ア
ル
バ
ム「
魔
法
」を
リ
リ
ー
ス
し
世
界
観
が
よ
り
一
層
深
ま
っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

音
像
で
好
評
を
博
す
。2
0
1
9
年
、映
画『
長
い
お
別
れ
』の
主
題
歌『
め
ぐ
る
』を

書
き
下
ろ
し
E
P
を
リ
リ
ー
ス
。ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル『VIO

LET

』で
は
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
よ
り
主
役VIO

LET

に
選
ば
れ
初
舞
台
と
な
る
。2
0
2
2
年
1
月
、T
B
S
系
ド
ラ
マ

『
妻
、小
学
生
に
な
る
。』の
主
題
歌『
灯
火
』が
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。3
月
に
オ
リ
ジ

ナ
ル
フ
ル
ア
ル
バ
ム「
言
葉
の
な
い
夜
に
」を
リ
リ
ー
ス
。 時 間 ｜

場 所 ｜

料 金 ｜

定 員 ｜

雨天時｜

協 力 ｜

18時30分 開場 / 
19時00分 開演 / 
20時00分 終演
本丸御殿 中庭（南側）
特設ステージ
1,500円  （名古屋城観覧料別途）
https://t.livepocket.jp/e/kei_1126

200名 （自由席）
＊100名着席、100名立見
雨天決行、荒天中止
＊演奏中は傘の使用をご遠慮くだ
さい。 （レインウェア推奨）
jellyfish

優河
11.26 SAT

選書｜ON READING

陸
軍
に
よ
り
明
治
期
に
造
園

さ
れ
た「
前
庭
」が
一
体
の
調

和
を
成
し
、国
の
名
勝
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。秋
の
特
別
観

覧
で
は
、モ
ミ
ジ
や
イ
チ
ョ
ウ

な
ど
の
美
し
い
紅
葉
も
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

櫻木大悟  ［D.A.N.］
D.A.N.のボーカル・ギター、全ての作詞を手掛ける。2014年に
櫻木 (Vo,Gt,Syn)、市川仁也 (Ba)、川上輝 (Dr) と共にバンド
始動。2021年10月、NEW ALBUM『NO MOON』を発表。DJと
しても活動中。

PERIM
ETRON

ス
テ
ー
ジ
演
出

PERIM
ETRON

ス
テ
ー
ジ
演
出

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

服
部
浩
之

庭

豪壮な石組の「北御庭」

はがみちこ 松本 篤 小西恒典

事
前
の
参
加

申
し
込
み
は

不
要
で
す
。

PHOTO:加藤拓

チケットは
こちらから

チケットは
こちらから

参加予約は
こちらから

チケットは
こちらから

123

　
　
代
の
変
遷
を
見
つ
め
て
き

た
こ
の
場
所
は
、た
く
さ
ん
の

記
憶
が
眠
る
場
所
で
も
あ
り
ま

す
。昼
間
は
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
賑
わ
う
名
古
屋
城
で
す

が
、夜
は
、声
な
き
も
の
た
ち
の

声
を
、ひ
っ
そ
り
と
し
た
静
寂

と
と
も
に
湛
え
て
い
る
よ
う
に

も
感
じ
ら
れ
ま
す
。テ
キ
ス
ト
、

言
葉
と
は
不
思
議
な
も
の
で
、

そ
れ
を
発
す
る
人
、そ
れ
を
受

け
取
る
場
所
、時
間
や
状
況
な

ど
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
、全

く
異
な
っ
た
体
験
と
し
て
受
容

さ
れ
ま
す
。暮
夜
を
む
か
え
た

こ
の
場
所
に
、耳
を
澄
ま
せ
て

み
る
。そ
う
す
る
と
、読
ま
れ
た

テ
キ
ス
ト
と
と
も
に
、こ
の
地

に
眠
る
複
数
の
声
が
、様
々
な

感
情
が
聴
こ
え
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
酵・
醸
造
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
し
た
食
の
空
間
。尾
張
名
古

屋
の
食
文
化
に
欠
か
せ
な
い
味

噌
や
白
醤
油
、た
ま
り
醤
油
や

酒
・
味
醂
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
メ
ニ
ュ
ー
と
お
酒
を
、ご
提

供
し
ま
す
。
あ
わ
い
の
時
、
特

別
な
空
間
と
美
味
し
い
お
料

理
で
、名
古
屋
城
の
魅
力
を
五

感
を
使
っ
て
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　
　
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
と
は
、市
民
自
ら
が
自
分

達
の
生
活
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
起
こ
る
出
来
事
を
記

録
し
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
活
動

で
す
。ガ
ラ
ス
乾
板
写
真
な
ど

で
精
緻
に
記
録
さ
れ
て
い
た

こ
と
で
戦
後
に
再
建
が
実
現

し
た
名
古
屋
城
に
は
、多
数
の

公
的
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。一
方
で
、地
域
に
暮
ら

す
人
々
の
記
憶
や
記
録
の
な

か
で
名
古
屋
城
は
ど
の
よ
う

に
描
か
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。記
録
や
ア
ー
カ
イ
ブ
に

携
わ
る
方
々
の
お
話
を
聞
き
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
の
可
能
性
を
探
り
ま
す
。

　
　
丸
御
殿
中
庭
は
背
後
に
天
守
閣
が
そ
び
え
立
つ
特
別
な
場
所
で
、決
し
て
大
き
く

は
な
い
で
す
が
周
囲
の
喧
騒
か
ら
す
っ
と
逃
れ
ら
れ
る
静
謐
な
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

親
密
な
距
離
感
で
届
け
ら
れ
る
演
者
の
声
の
響
き
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

1

2

3

● 本丸御殿 中庭（南側） 特設ステージでの飲酒、飲食はご遠慮ください（蓋のついたお飲み物は可）。 ● 正門・東門から、会場まで歩いて15分程かかりますので、余裕を持って  お越しください。 ● 屋外での催事ですので、暖かくしてお出かけください。 
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